




























授業科目名 介護の基本(m) 講師名 北内 誠

実施年次
時間数 30 時間

／時期

概稟

介護サ ー ビスにおける多職種連携の意毅と目的を学ぶ。 地域連携の意義と目的を学ぶ。 介護サー ビス

提供の仕組み、 施設について学ぶ。 障害総合支援制度における介護サー ビスの実際を学ぶ。

目標

1． 介護保険制度における、 介護サ ー ビスの実際を理解できる
2. 障害者総合支援制度における、 介護サ ービスの実際を理解できる
3. 施設や居宅（在宅場而）において、 介護サ ービスの提供の特徴が理解できる
4. 介護サ ー ビス現揚で必要とされる、 多職種連挽、 地域連携の在り方が理解できる
5. 介護福祉士の立場から、 介護サービスに関する仕組みを他者（対象者や多職種）に説明するこ

とができる

内容

1. 協働する多職稲の機能と役割① 多職稲連携の意義と目的

2. 協働する多職種の機能と役割② 連携する各職種の理解

3. 協働する多職種の機能と役割③ 地域連携の意義と目的

4. 協働する多職種の機能と役割④ 地域包括ケアの考え方

5. 介護保険サービス 介護を必要とする人の生活を支えるしくみ① 介護老人悩祉施設

6. 介護を必要とする人の生活を支えるしくみ② 介護老人保健施設と介護療蓑型医療施設

7. 介謹を必要とする人の牛話を文えるしくみ③ 認知症対応型共同生活介護（グルー プホ ー ム）

8. 介護を必要とする人の生活を支えるしくみ④ 有料老人ホ ーム、 サー ビス付高齢者向け住宅等

9. 庄諷を必堅とーとる人の生匡盆ょえるしくみ⑤ 居宅サー ビス

10. 企護を必坐と土ゑムの生活を支えゑし5五⑥ 地域密秤型介護老人福祉施設

11. 介艘を必要とする人の生活を支えるしくみ⑦ 介護保険サ ー ピスの仕組み（ケアプラン、 ケアマネ

ジメントの流れと仕組み）

12. 陪害者総合支援サー ビス 介護を必要とする人の生活を支えるしくみ① 陪宙者総合支援サー ビス

の仕組み

13. 倉設を必要とするムの生匡を玄えるしくみ② 訪問系サー ビス

14. 庄聘を必返と土るムの生活を支えるし5 み③ 施設系サー ビス

15. 試験

教科書 『介護の基本1I』最新介護福祉士淡成詰座4（中央法規出版）

授業の形態 講義

／方法 ／教科告を中心とし、 必要に応じて姿料などを使用。

評価方法 箪記試験 80% 授業態度 10% 提出物 l0％を総合的に評価する。

その他の事項 ［実務経験のある教只による授業科目］

介護福祉士を取得後5年以上の介謹実務経験がある教貝または著護師を取得後5年以上の君護

実務がある教貝が、介護の碁本の講裟を行う。

介護福祉士教育に含むぺき事項 介護を必要とする人の生活を支えるしくみ／協働する多職種の機能と役割
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2 年次 後期

























授業科目名 生活支援技術(Vlll) 講師名 辻 友紀

実施年次
時間数 30 時間

／時期

概要

家庭経営や家庭生活とは何かを理解し、 対象者の特性に応じた、 生活支援としての家車の介護の方法

を学ぶ。 自立に向けた家宰の介護を文践するための具体的な方法を身につける。

目標

1. 自立に向けた家市の介護についての基本的な調理、 洗濯、 掃除等ができる。

2. 家車の父援の必要な人の状況を理解した上で、 家車に対するそれぞれの生活課題を探し、 個別性に

応じた家車の介蔑ができる。

内容

1. 自立に向けた家市の介護に関わる基礎知識

2. 調理技術の習得①

3. 調理技術の習得②

4. 閥狸技術の習得③

5. 洗濯技術の習褐①

6. 洗潅技術の習得②

7. 裁縫技術の習符①

8. 裁縫技術の習得②

9. 裁縫技術の習得③

10. 掃除、 ごみ捨ての技術の習得①

11. 掃除、 ごみ捨ての技術の習得②

12. 衣類、 衷具の衛牛秤理技術の習得

13. 炭物、 家庭経常技術の習得

14. 意欲を引き出すための個別性を重視した家宰扱助に向けてのアセスメント、 発表

15. 後期試験

教科書 『生活支援技術 I 』最新介護福祉士萎成諧座 6 （中央法規出版）

授業の形態 講義・派習

／方法 ／教科害を中心とし、 必要に応じて資料などを使用。

評価方法 築記試験 90% 、 山席状況・授業参加度（態度など） 10％で総合的に評価する。

その他の事項

介護福祉士教育に含むべき事項 自立に向けた家事の介護
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2年次 前期

























授業科目名 障害の理解(I) 講師名 星野 大輔

実施年次
1 年次 後期 時間数 30 時間

／時期

概要

障害のある人の心理や身体機能、 社会的側面に関する基礎的な知識を習得する。

目標

1. 陪香のある人の生活を支援するという観点から、 瞬害の概念や、 陪容の特性に応じた制度の基礎的

な知識を理解することができる

2. 医学的・心理的側面から、 暗害による心身への影製や心理的な変化を理解することができる

3. 障害のある人のライフステ ー ジや障告の特性を踏まえ、 機能の変化が生活に及ぽす影嬰を理解

内容

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

u. 

12. 

13. 

14. 

15. 

し、 QOLを高める支扱につなげることができる

瞬香の基礎的狸解① 陪宙の概念 (1)

障害の1紺礎的理解② 障宮の概念 (2)

瞬宙の基礎的狸解③ 障害者福祉の理念 (1)

障害の基礎的理解④ 障害者梱祉の理念 (2)

障宮の基礎的理解⑤ 瞬宙者福祉に関連する制度

障害の基礎的理解⑥ 障害者福祉制度と介護保険制度

暗宮の医学的・心理的側而の基礎的理解① 瞬害のある人の心理(1)

障害の医学的・心理的側面の基礎的理解② 障害のある人の心理 (2)

障害のある人の生活と障宮の特性に応じた支援① 肢体不自由（連動機能陪宮）

壁沓のある人の生益と監坐の笹性に応じと¥返② 視党障害

障害のある人の生活と障害の特性に応じた支援③ 聴党・言諾障宮

壁紺のある人の牛・話と陪掛の笹性に応じたよ扱④ 皿根障害

陸査のあるムの生活と1堂醤の笠桂に応じた茎楓⑤ 内部降宙

障害のある人の生活と瞬省の特性に応じた支援⑥ 重症心身陪智

後期試験

教科書 『障害の理解』（中央法規出版）

授業の形態 講義

／方法 ／教科害と資料を併用。

評価方法 築記試験 80% 、 授業参加度（態度など） 20％で総合的に評価する。

その他の事項 ［実務経験のある教貝による授業科目）

介護福祉士を取得後5年以上の介謹実務経験がある教貝または呑護師を取得後5年以上の存護

実務がある教貝が、 障害についての講義を行う。

介護福祉士教育に含むぺき事項 降香の基礎的理解／降宙の医学的・心理的側面の某礎的理解／隣容のある人の

生活と隣害の特性に応じた支援
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授業科目名 障害の理解 (II) 講師名 北川 香奈子

実施年次
時間数 30 時間

／時期

概要

暗害のある人の医学的・心理的側而の基礎的理解をし、障害のある人の生活と障害の特性に応じた支援がで

きる介護の基本視点を学ぶ。障害のある人の生活を地域で支えるためのサポート体制や、多職種連携・協働に

よる支援体制の基礎的知識を理解する。また家族の受容段階や介護力に応じた家族への支援について考え

る。

目標

1.形態別に障害の概要が理解できる

2. 機能の変化で生活に及ぼす影智を理解し、生活支援技術の知識を得る

3. 生活障害が理解でき、その人らしい生活の実現のための支援について考えることができる

4. 多職種連携・協働による支援の茄礎的な知識を理解できる

5.家族の課題について理解することができる

内容

1. 座五別の基漿的理解と特性に底じた塩返（知的障害①）

2. 陸杏別の基農的理触と笠性に応じた支援（知的障害②）

3. I座査別の基壁的理解と特佳に必じた玄扱（精神障害①）
4. 陸握別の碁漿的菰触と控性に応じた支援（梢神障害②）

5. 墜査別の基礎的理解と笠造に応じた玄扱（高次脳機能障害①）

6. 哩密別の基蛋的理饒と特性に応じた之楓（商次脳機能障害②）

7. 腔沓別の基礎的理嵯と壁雄に応じた支援（発達障害①）

8. I壁笠別の基盛咆理蟹と特性に応じた之返（発達降害②）

9. 評査別の基礎的蝿触と雌性に応じた支援（難病①）

10. I壁笠別の巫燐的理聾と特性に応じたよ扱（難病②）

11. 迎携と協働（地城のサポート体制）

12. 連携と協働（チームアプロ ー チ）

13. 逐族への支援

14. まとめ

15. 修了試験

教科書 最新介護福祉士蓑成講座 14 『障害の理解』（中央法規出版）

授業の形態 請義

／方法 ／教科帯にて講毅必要時プリント配布

評価方法 築記試験、 小テスト・レポート、 授業態度等総合的に評価

その他の事項 ［英務経験のある教貝による授業科目］

介護福祉上を取得後5年以ヒの介護実務経歌がある教貝または存護師を取得後5年以上の沿護

尖務がある教貝が、 認出についての講器を行う。

介護福祉士教育に含むぺき事項 隙害の医学的・心理的側而の基礎的理解／ 1磁害のある人の生活と隣宙の特性に

応じた支援／連携と協働／家族への支援
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2 年次 後期














